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先端技術でマグロを追う

山田陽巳

遠洋水産研究所近海かつお・まぐろ資源部 まぐろ研究室

1.はじめに

マグロ類は私達の食卓によくあがる重要水産

資源の一つで、すO この資源を減少させることな

く、末永く利用するために、分布、回遊、成長

など、魚の生態をよく知る必要があります。近

年、海洋生物の遊泳中の位置、水温、水深を測

定するICメモリーを内蔵した電子標識や人工

衛星を利用した追跡調査が行われています。さ

らにこの追跡調査で明らかになった回遊経路を

人工衛星から見た海の様子と重ね合わせること

により、マグロ類の生息環境も明らかになりつ

つあります。

遠洋水産研究所では1995年にクロマクーロにアー

カイバルタグ(写真 1、遊泳中の魚の位置、水

深、水温などを記録することができるIC内蔵

型の電子標識)による調査を開始し、これまで

に367本のタグがクロマグロに装着、放流され、

96本が回収されています。 1999年にはポップアッ

プタグ(写真 2、3、予め設定された期日が来

ると自動的に魚体から離れ、海面に浮上し、デー

タを発信する標識)がクロマグロに装着、放流

されました。その後、電子標識を使った追跡調

査は世界中のク ロマグロ、ミナミマグロ、メパ

チ、キハダ、メカジキ、その他のカジキ類やサ

メ類にも拡大され、その数は両タグ合わせて
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写真 1. アーカイノてルタグ(遊泳中の魚の位置、水深、水
温などを記録することができる IC内蔵型の電子標
識)

1，000本を越え、そのうち150個体以上からデー

タが収集されています。ここでは 3種類の電子

標識について、それらを用いた研究の現状をご

紹介します。

2. アーカイバルタグ

アーカイバルタグにより、日本から太平洋を

横断し、アメリカに渡るクロマグロの回遊経路

が詳しくわかりました(図1)。また明らかに

された回遊経路を人工衛星から撮影された海の

写真に重ね合わせることにより、ク ロマグロが

回遊している水温、海流などの海洋環境が明ら

かにされました。

写真2.ポッフ。アッフ。タク、を曳航するクロマグロ

写真 3. ポップアップタグ
(予め設定された期日が来

ると自動的に魚体から離オk
海面に浮上し、テータを発

信する標識)

写真4.超音波発信器
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図 1. クロマグロの太平洋横断経路 CItohet al. 2003) 
図中の数字は日月年を表し、 RelとRecはそれぞれ放流、再捕を示す。

3. ポップアップタグ

このようなすばらしいアーカイバルタグもそ

れを付けた魚を見つけ、タグを回収しないとデー

タを得ることができません。そこで予め設定さ

れた期日が来ると自動的に魚体から離れ、海面

に浮上し、データを発信するポップアップタグ

が開発されました。発信されたデータは人工衛

星で受信され、我々に送信してくれます(図 2)。

このタグを用いて、これまで他のタグでは回

収率が低かった、カジキ類や大型のクロマグロ

の生態に関する貴重なデータが得られています。

4.超音波発信器

これらの電子標識が開発されるまでは、もっ

ぱら超音波発信器が使われていました(写真4)。

これは取り付けた魚の遊泳水深、生息水温に関

するデータを発信するもので、データを記録す
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再捕・回収の必要がない電子線機

図2.ポッフ。アッフ。タ夕、によるデータ取得の概念図

る機能がありませんO そのため、これを取り付

けた魚を船で追跡しながらデータを収集するこ

ととなり、追跡調査は台風などに左右されるこ

とも多く、通常 1週間程度のデータしかとれま

せん。しかし、超音波発信器は非常に詳細なデー

タを得ることができるため、現在でもよく調査

に使われています。また現在では音波信号の周

波数、発信間隔を違えることにより、同時に複

数個体を追跡する発信器が開発されています。

この発信器により、一個体ずつの行動から群れ

の行動を明らかにする可能性が広がっていますO

5.おわりに

これら電子標識により明らかにされたマグロ

類の回遊経路やその海洋環境は、いつどこでマ

グロをとればいL、かといった資源の有効利用、

漁況予測に役立ちます。クロマグロの種苗生産

技術の発達により、人工解化させた稚魚の放流

による資源増大も期待されています。当初、本

体の大きさが10cmあったアーカイバルタグも

現在では 4cm弱まで小型化が図られていて、

稚魚への装着も可能となりつつありますO 稚魚

の回遊経路がわかれば、放流に適正な時期、海

域を検討することが可能となります。さらに明

らかにされた種類ごとの生息水域、遊泳水深の

違いを利用して、必要な種類、大きさのマグロ

だけを獲る技術の開発も可能となり、資源の有

効利用に役立つことが期待されます。
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